
自由記述交流システムの利用目的と操作方法 

 

＜目的＞ 

 自由記述交流システムは、自分の考えをweb上に自由記述し、クラスにおいてお互いが見ることにより、

考えを確認したり、深め合ったりすることができるシステムです。自己組織化マップにより、同じような

記述内容が近くにくるように整理され、クラス全体の考えを把握しやすいようになっています。 

 

＜操作方法＞ 

 教師用のサイトと子ども用のサイトがあります。 

①子ども用サイトまたは教師のサイトを選びます。ユーザー名とパスワードを入力します。 

 

 

②子ども用のサイトにおいては、子どもは自分の名前と考えを書き、「送信」をクリックします。 

 

 

 

 

 

                         → 

 

 

 

 

 

 

③子どもが考えを送信した後、教師は教師用サイトで「マップの作成」をクリックしマップを作成します。 

 



④しばらくすると教師用サイトにマップが表示されます。表示後、子どもには、子ども用サイトにおいて

②の「マップの表示」をクリックすると、同様にマップが表示されます。マップのセルには、名前（姓の

み）が表示されます。名前が表示されたところをクリックすると、その子どもの考えが右枠に表示されま

す。表現が似ているほど、近くまたは同じセルに名前が表示されます。自分に近いところを参照すると同

じような考えの表現を参照できます、自分より遠いところを参照すると自分の考えと違った表現を参照で

きます。 

 教師においては、いろいろな考えを実際に発表させたいときは、遠い位置の子ども同士を指名するよう

にします。同じような考えの子どもをグループにしたいときは、マップの近くに位置している子ども同士

をグループにします。 

 子どもの記述は、「ホウ酸をとけるだけとかした水溶液をビーカーに入れて、理科室にだれもさわらない

ようにして置いておきました。３日後、水溶液を観察すると、とけて見えなくなっていたホウ酸がビーカ

ーの底にでていました。そのわけを考えて書きましょう。」の回答例です。氏名は、架空のものに書き替え

ています。また、比較のために、参照したものを一度に示しています。同じような記述内容が近くに位置

していることがわかります。 

 

 

 

 


